
相模原市に住んで良かった！ 
　いきいき、わくわく暮らせるまちをめざして 

相模原市長　　本村　賢太郎

自分のため、家族のため、みんな受けよう特定健診!

神奈川県国民健康保険団体連合会 
https://www.kanagawa-kokuho.or.jp 
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相
模
原
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
！
 

い
き
い
き
、
わ
く
わ
く
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て

相模原市長 

本村　賢太郎

　「
相
模
原
市
」と
聞
い
て
、ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。 

　
相
模
原
市
は
、６
つ
の
鉄
道
路
線
や
圏
央

道
、中
央
自
動
車
道
が
通
り
、都
心
へ
の
ア
ク

セ
ス
に
恵
ま
れ
た
立
地
で
あ
り
な
が
ら
、山
や

川
な
ど
豊
か
な
自
然
を
併
せ
持
つ
、都
市
と

自
然
が
ベス
ト
ミ
ッ
ク
ス
し
た
ま
ち
で
す
。 

　
昨
年
12
月
、小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
か
ら
サ
ン

プ
ル
を
持
ち
帰
り
、世
界
に
感
動
を
届
け
た

小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
２
」の
故
郷（
ふ

る
さ
と
）も
こ
こ
相
模
原
市
。初
代「
は
や
ぶ

さ
」、「
は
や
ぶ
さ
２
」を
生
ん
だ
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
相

模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ
め
、先
進
医
療
研
究

の
拠
点
で
あ
る
北
里
大
学
な
ど
多
数
の
大

学・研
究
機
関
が
所
在
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
の
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ

る
と
と
も
に
、本
年
か
ら
は
日
本
最
大
級
の

国
際
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス「
ツ
ア
ー・オ
ブ・

ジ
ャ
パ
ン
」の
舞
台
に
な
る
な
ど
、自
転
車
の
ま

ち
と
し
て
の
顔
も
持
って
い
ま
す
。 

　
本
市
で
は
、こ
う
し
た
相
模
原
市
の
魅
力

を
幅
広
く
皆
様
に
知
って
い
た
だ
き
、大
好
き

に
な
っ
て
も
ら
お
う
と「
さ
が
み
は
ら
み
ん
な

の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
条
例
」を
４
月
に
施
行

し
ま
し
た
。シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
は
、ま
ち
に

対
し
て
誇
り
や
愛
着
を
持
ち
、そ
の
ま
ち
に

関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
の
こ
と
。シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
条
例

は
、全
国
で
初
め
て
で
す
。 

　
さ
ら
に
、令
和
２
年
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
に
選
定
さ
れ
、さ
が
み
は
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー

ト
ナ
ー
の
企
業・団
体
の
皆
様
と
連
携
し
た

「
地
域
循
環
共
生
都
市
」を
め
ざ
し
た
取
り

組
み
な
ど
、未
来
に
目
を
向
け
た
新
た
な
挑

戦
も
続
け
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
、昨
年
来
、世
界
中
に
広
が
っ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、今
も
な
お
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
、皆
様
の
暮
ら
し

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。本
市
で
は
、指
定
都
市
と
し
て
神
奈

川
県
と
連
携
し
な
が
ら
、市
民
・
県
民
の
安

全・安
心
の
た
め
の
医
療
体
制
を
維
持
し
、迅

速
で
ス
ム
ー
ズ
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
を
図

る
な
ど
、市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、市
民
の

皆
様
の
命
と
健
康
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
国
保・介
護
の
分
野
に
お
い
て
も
、将
来
に

渡
っ
て
笑
顔
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

め
ざ
し
て
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、効
率
的・安
定
的

な
運
営
の
た
め「
相
模
原
市
国
民
健
康
保
険

事
業
運
営
方
針
」を
３
月
に
策
定
し
ま
し

た
。人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
、被
保

険
者
の
健
康
の
保
持・増
進
、生
活
の
質
の
維

持・向
上
に
資
す
る
保
健
事
業
な
ど
を
行
い

ま
す
。具
体
的
に
は
、か
か
り
つ
け
医
と
連
携

し
た
特
定
健
康
診
査
受
診
率・特
定
保
健
指

導
実
施
率
の
向
上
や
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

使
用
促
進
等
に
よ
る
保
険
給
付
費
の
適
正

化
の
推
進
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー・Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
活
用

し
た
初
期
未
納
者
へ
の
納
付
勧
奨
強
化
、Ｗ
ｅ

ｂ
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
等
に
よ

る
収
納
率
向
上
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、介
護
保
険
で
は
、昨
年
９
月
末
時

点
の
要
介
護・要
支
援
認
定
者
数
が
３
万
３

０
１
７
人
と
、全
国
や
県
平
均
、他
の
指
定
都

市
よ
り
も
少
な
い
状
況
で
す
が
、い
わ
ゆ
る
団

塊
ジ
ュニ
ア
世
代
が
65
歳
以
上
と
な
る
令
和

22
年
度
に
は
約
１・６
倍
に
増
え
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、「
第
８
期
相
模
原
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」を
３
月
に
策
定

し
、こ
れ
に
基
づ
き
医
療・介
護・住
ま
い
等
を

包
括
的
か
つ
継
続
的
に
提
供
す
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。高
齢
者
の
皆
様
が
、住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
き
い
き
と
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、介
護
予
防・健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
は
じ
め
と
す
る
重
点
取
組
等
を

着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
中

に
あ
っ
て
も
、様
々
な
施
策
を
行
い
、市
民
の

皆
様
に
相
模
原
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 
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■表紙の説明 ──「ヒマワリ畑」 
　相模川にかかる座架依橋近くに咲く首都圏随一 55万本のヒマワリ畑です。 
　例年、夏にひまわりまつりを開催し、ひまわり写真コンテストやアユのつかみ取
りなどのイベント、模擬店や農作物、ひまわり切り花等の販売を行い、たくさんの
方が来場します。 
　まつり期間中に設置される展望台や散策路からの写真は、雄大なヒマワリ畑
を背景に撮影できる絶好のチャンスです。 
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、昨年からひまわりまつりは中
止となっていますが、「ひまわりまつり」のPR動画をYouTube 座間市公式チャ
ンネルで公開しています。 
※市の花「ヒマワリ」／枝葉の深緑は、たくましく発展を続ける市を、また大輪の花は、
市民の皆さんが手を結び合い、明るく健康なまちづくりを目指す姿を象徴しています。 
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座間市　概　要 （令和３年４月１日現在） 
■人　口：１３０,７１６人 （男６５,１００人、女６５,６１６人） 
■世帯数：60,175 世帯 
■面　積：17.57k㎡ 
■市の花：ヒマワリ 
■市の鳥：シジュウカラ 
■市の木：モクセイ 
■市のカラー：みどり（ビビッドグリーン） 
■市のマスコットキャラクター：ざまりん

座間市

大凧

座間市 
　ともに織りなす 
活力と個性 きらめくまち

保 険 者  
紹 介  
コ ー ナ ー
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   ■
国
民
健
康
保
険
の
概
要
・
実
施
体
制
 

　
本
市
の
被
保
険
者
数
及
び
世
帯
数
は
、

今
年
３
月
末
現
在
で
２
万
７
６
５
６
人
、１

万
８
４
８
２
世
帯
と
な
っ
て
お
り
、加
入

率
は
そ
れ
ぞ
れ
21
･16
％
、30
･71
％
、と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
国
保
年
金
課
は
、事
業
の
計
画
や
特
別

会
計
予
算
の
執
行
管
理
、資
格
及
び
国
民

健
康
保
険
税
の
賦
課
を
担
当
す
る
国
保

係
、国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
管
理
及
び

滞
納
整
理
等
を
担
当
す
る
徴
収
係
、保
険

給
付
及
び
保
健
事
業
を
担
当
す
る
給
付

係
、国
民
年
金
の
法
定
受
託
事
務
等
を
担

当
す
る
年
金
係
の
４
係
体
制
と
な
っ
て
お

り
、職
員
20
人
、再
任
用
職
員
１
人
、任
期

付
短
時
間
勤
務
職
員
５
人
、会
計
年
度
任

用
職
員
15
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
か
ら
、収
納
率
の
向
上
を
目
的
と

し
た
滞
納
整
理
等
に
注
力
す
る
た
め
、徴
収

係
を
新
設
し
、任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
を

１
人
増
員
し
て
、体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、戸
籍
住
民
課
で
の
転
入
・
転
出
の

届
出
時
に
、国
民
健
康
保
険
の
加
入
喪
失

の
手
続
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
総
合
窓

口
の
運
用
も
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 ■
保
険
財
政
 

　
今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
予
算
は
、
約
１
２
３
億
円
で
、
前
年
度
と

比
較
し
て
１
･58
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
、

歳
出
の
保
険
給
付
費
は
１
･93
％
、
国
民
健

康
保
険
事
業
費
納
付
金
は
０
･98
％
と
減

少
し
て
い
ま
す
。 

　
歳
入
予
算
に
つ
い
て
は
、
不
足
す
る
財

源
確
保
の
た
め
、
そ
の
他
一
般
会
計
繰
入

金
を
約
４
億
円
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
国

民
健
康
保
険
制
度
改
革
前
の
平
成
29
年
度

当
初
予
算
の
約
８
億
６
千
万
円
と
比
較
し

て
、
約
47
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
」
に

基
づ
き
、
財
政
収
支
の
不
均
衡
の
改
善
に

努
め
、
財
政
健
全
化
に
向
け
広
域
的
及
び

効
率
的
な
運
営
を
推
進
し
た
こ
と
に
加

え
、
平
成
30
年
度
に
行
っ
た
税
率
及
び
税

額
の
改
定
及
び
都
道
府
県
単
位
化
に
伴
う

公
費
の
拡
大
等
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
今
後
も
、
歳
入
確
保
の
取
組
と
し
て
、
保

険
者
努
力
支
援
制
度
の
評
価
点
を
獲
得
す

る
た
め
、
保
健
事
業
の
見
直
し
や
新
規
事

業
に
取
り
組
む
な
ど
、
持
続
可
能
な
国
民

健
康
保
険
制
度
の
維
持
運
営
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 ■
収
納
対
策
 

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
税
の
令
和
元
年

度
収
納
率
は
、
現
年
度
分
が
89
･82
％
と
10

年
ぶ
り
に
１
･05
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
り

ま
し
た
が
、
滞
納
繰
越
分
は
17
･17
％
と
10

年
連
続
で
上
昇
し
た
た
め
、
合
計
収
納
率

で
は
、
９
年
連
続
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
か
ら
、
国
保
係
内
の
収
納
班
を

格
上
げ
し
て
新
た
に
徴
収
係
を
設
置
し
、

正
規
職
員
５
人
、任
期
付
短
時
間
勤
務
職

員
５
人
、会
計
年
度
任
用
職
員
２
人
の
合

計
12
人
の
体
制
で
、文
書
・
電
話
等
に
よ
る

納
付
督
励
、納
付
相
談
、資
格
証
・
短
期
証

の
交
付
、滞
納
処
分
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
度
ま
で
４
人
で
あ
っ
た
任
期
付
短

時
間
勤
務
職
員
は
、
収
納
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
今
年
度
か
ら
県
税
Ｏ
Ｂ
等
、
経
験
を

積
ん
だ
５
人
体
制
に
し
ま
し
た
。
正
規
職
員

も
、
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
が
持
つ
滞
納

処
分
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
、
手
法
等
の
教

●

国
　
　
保
　
●

■市の概要 
　座間市は、東京から南西へ約40キロメートル、横浜から西へ約20キロメートルのところにあり、神奈
川県のほぼ中央に位置しています。 
　約４キロメートル四方の市域の中に約13万人が住んでいる住宅都市である一方で、自然も多く残り、
県立座間谷戸山公園、芹沢公園などの公園も多くあります。また、地下水も豊かで、市の水道 
水の85％を地下水で賄っています。 
　５月には、伝統行事「大凧まつり」を開催し、13メートル四方、重さ約１トンの大凧が雄大に空を舞
います。夏には、関東随一の約55万本のひまわりが揺れる「ひまわりまつり」を開催し、県内外から約
20万人が訪れるイベントとして、座間の夏の風物詩となっています。 

コミバスさくら小道国保年金課
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示
を
受
け
、
常
勤
職
員
が
自
身
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
役
立
て
な
が
ら
、
自
信
を
持
っ
て

様
々
な
事
案
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
昨
年
度
は
納
付
機
会
を
拡
充
す

る
た
め
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
 Ｐ
ａ
ｙ
で
の
収
納
を

開
始
し
、
口
座
振
替
の
原
則
化
等
、
収
納
率

向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
今
後
も
、
納
税
相
談
や
積
極
的
な
滞
納

処
分
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
効
果
的

で
効
率
的
な
滞
納
整
理
事
務
を
行
う
と
と

も
に
、
被
保
険
者
の
納
付
機
会
の
拡
大
に

向
け
た
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 ■
特
定
健
診
等
の
保
健
事
業
 

　
令
和
元
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、

29
･５
％
と
な
り
、平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
第
３
期
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計

画
及
び
第
２
期
デ
ー
タ
ヘル
ス
計
画
の
目
標
値

31
･０
％
に
は
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
、
令

和
２
年
度
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
デ
ー
タ
分
析

を
行
い
、
被
保
険
者
の
特
性
に
応
じ
た
勧

奨
通
知
を
送
付
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
過
去

の
特
定
健
診
の
受
診
履
歴
、
通
院
の
有
無

等
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
、
送
付
対

象
者
の
健
康
意
識
に
合
わ
せ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
受
診
を
促
す
も
の
で
、
被
保

険
者
か
ら
の
問
合
せ
が
増
え
、
勧
奨
通
知

後
の
10
月
、
11
月
の
受
診
者
数
は
前
年
を

上
回
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
受
診
を
控
え

た
被
保
険
者
も
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
受

診
率
は
前
年
度
よ
り
減
少
す
る
見
込
み
と

な
り
ま
す
が
、
令
和
３
年
度
以
降
は
、
70
歳

以
上
の
受
診
費
用
を
一
律
無
料
化
、
Ｓ
Ｍ

Ｓ
を
利
用
し
た
勧
奨
の
実
施
等
を
行
う
こ

と
で
、
目
標
値
の
達
成
に
向
け
、
効
果
的
な

受
診
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

      ■
介
護
保
険
の
状
況
 

　
本
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
令
和

３
年
４
月
１
日
現
在
、３
万
３
９
１
３
人
で

高
齢
化
率
25
･74
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
介
護
保
険
認
定
者
の
状
況
は
、
３
月
末

現
在
、
１
号
被
保
険
者
が
５
５
２
０
人
・

２
号
被
保
険
者
が
１
４
３
人
で
、
認
定
率

は
16
･７
％
で
す
。
本
市
の
認
定
率
は
、

国
・
県
の
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
も
の

の
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
最
終

年
度
に
お
け
る
実
績
で
は
、
計
画
時
の
見

込
み
よ
り
も
認
定
者
の
増
加
傾
向
が
見
ら

れ
て
お
り
、
更
な
る
介
護
給
付
費
の
伸
び

が
予
想
さ
れ
る
状
況
で
す
。
第
８
期
介
護

保
険
事
業
計
画
で
は
、
前
回
計
画
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
支
え
合
い
、
健
や
か
で
、
安

ら
ぎ
に
満
ち
た
長
寿
社
会
を
目
指
し
て
」

を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
高
齢
者
人
口
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
を
中
長
期
的
に
見
据

え
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
」

及
び
「
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
の

確
保
」
の
二
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 ■
で
き
る
こ
と
さ
が
し（
取
組・工
夫
） 

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
行
っ
た
こ
と
」 

 ①
衛
生
用
品
の
配
布
 

　
国
内
に
お
け
る
感
染
拡
大
に
伴
い
、
衛

生
用
品
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り

不
足
し
た
中
、
国
・
県
か
ら
支
援
を
受
け

●

介
　
　
護
　
●

ざまみず

　　　市制50周年 
　神奈川県内17番目の市として誕生した「座間市」は、令和３年11月１日に市制施
行50周年を迎えます。市制施行50周年記念事業として、50周年記念ざまりんロ
ゴマークの作成、カウントダウンの実施、市民提案事業（ゆめの「学校」フェス、特別
コンサート、市制施行50周年記念給食「ざまりん給食」）の実施、記念誌の作成等を
行います。 
　座間市の更なる発展に向けて、50周年の節目を市全体で祝福しています。 

保険者
 

自　慢

芹沢公園
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る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
で
は
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
、

直
接
事
業
所
に
お
届
け
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
際
、
事
業
所
の
御
労
苦
を
伺

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

②
感
染
者
が
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

へ
の
対
応
 

　
感
染
予
防
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う

中
で
も
、
職
員
及
び
利
用
者
が
感
染
者
と
な

っ
た
際
に
、
事
業
所
に
お
い
て
様
々
な
対
応

を
進
め
る
に
当
た
り
、「
孤
立
」、「
孤
独
」、

「
不
安
」
に
な
ら
な
い
こ
と
に
心
掛
け
ま
し

た
。
感
染
者
発
生
の
連
絡
を
受
け
て
か
ら
、

状
況
が
一
定
程
度
落
ち
着
く
ま
で
、
毎
日
、

市
か
ら
電
話
連
絡
や
先
方
の
事
情
を
考
慮

し
た
範
囲
で
訪
問
を
行
う
な
ど
、
相
手
に

「
寄
り
添
う
」
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
た
。　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

③
介
護
認
定
審
査
会
に
係
る
委
嘱
式
 

　
感
染
拡
大
防
止
及
び
委
員
の
負
担
軽
減

を
考
慮
し
、
こ
れ
ま
で
全
て
の
委
員
が
一

堂
に
会
し
て
い
た
委
嘱
式
の
方
法
を
検
討

し
ま
し
た
。
委
員
の
来
庁
回
数
を
少
し
で

も
減
ら
し
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
例
え

ば
、
新
た
に
委
員
と
な
る
方
を
対
象
に
行

う
研
修
の
際
に
委
嘱
式
を
行
い
ま
し
た
。 

 ■
介
護
予
防
事
業
の
取
組
 

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
介
護
予
防
の
取
組
」 

　
外
出
自
粛
等
に
よ
る
高
齢
者
の
健
康
状

態
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
感
染
症
予
防

と
介
護
予
防
の
両
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

①
郵
送
に
よ
る
健
康
調
査
 

　
介
護
を
必
要
と
し
な
い
高
齢
者
を
対
象

に
調
査
を
実
施
し
、
心
身
機
能
の
低
下
が

疑
わ
れ
る
方
に
は
、
市
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
及
び
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
が
電
話
等
で
状
況
確
認
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
調
査
票
と
と
も
に
、
足
腰
や
口

の
機
能
の
維
持
及
び
向
上
に
役
立
つ
体
操

の
ポ
ス
タ
ー
や
、
介
護
予
防
教
室
で
の
運

動
内
容
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
送

付
し
ま
し
た
。 

 ②
介
護
予
防
教
室（
運
動
教
室
、講
演
会
等
） 

　
感
染
症
予
防
対
策
を
踏
ま
え
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
定
員
数
、
開
催
時
間
及
び
回
数
、
会
場

（
野
外
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
の
場
面
等

の
工
夫
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
 
③
動
画
配
信
 

　
足
腰
や
口
の
機
能
の
維
持
及
び
向
上
に

役
立
つ
体
操
の
動
画
を
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
の
協
力
に
よ
り
作
成
し
、
現

在
６
本
配
信
し
て
い
ま
す
。　
　
 

 ■
今
後
の
課
題
 

　
今
年
度
も
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
つ

つ
、
様
々
な
取
組
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
に
検
討
し
、
探
り
な
が
ら
で
も
見
出

し
た
一
つ
一
つ
の
こ
と
に
向
き
合
う
姿
勢
を

続
け
て
い
ま
す
。現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
変
異
株
の
感
染
が
拡
大
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
高
齢
者
が
外
出
自
粛
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、フ

レ
イ
ル
の
進
行
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
徐
々

に
始
ま
り
、
今
後
は
介
護
予
防
関
連
の
教
室

や
講
座
を
通
し
て
、地
域
と
つ
な
が
り
、高
齢

者
が
安
心
し
て
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
目
標
の
一
つ
で
あ

る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
」に
向

け
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

国保･介護 
の 

連絡先

介護保険課

●座間市ホームページアドレス 
https://www.city.zama.kanagawa.jp/ 

●（国　保）　国保年金課 
TEL  046 -252 -7003  
FAX  046 -252 -7043  

●（介　護）　介護保険課 
TEL 046 -252 -7719  
FAX  046 -252 -8238

介護予防教室
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神
奈
川
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
山
岳

地
形
の
町
で
、
面
積
92
･86
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
大
部
分
が
富
士
箱
根
伊
豆
国
立

公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
自
然
豊
か
な
町

で
す
。
 

　
現
在
の
箱
根
町
は
、
湯
本
町
、
温
泉

村
、
宮
城
野
村
、
仙
石
原
村
及
び
箱
根
町

が
昭
和
31
年
に
合
併
し
た
も
の
で
す
。
 

　
富
士
山
の
姿
を
映
し
出
す
芦
ノ
湖
、
各

所
で
楽
し
め
る
良
質
の
豊
富
な
温
泉
、
仙

石
原
の
す
す
き
草
原
、
火
山
の
活
動
を
間

近
で
体
感
で
き
る
大
涌
谷
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
観
光
施
設
や
乗
り
物
、
宿
泊

施
設
な
ど
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
世
界
に
誇
れ
る
国
際
観

光
地
で
す
。
 

   　
令
和
元
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、

31
･３
％
で
、前
年
度
比
０
･１
％
の
増
と
な

っ
た
が
、平
成
27
年
度
の
33
･９
％
を
ピ
ー

ク
に
そ
れ
以
降
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す

が
、30
％
台
を
維
持
し
て
い
ま
す
。 

　
本
町
で
は
、国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

健
康
対
策
と
し
て「
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
・
第
３
期
特
定
健
康
診
査
等
実
施

計
画
」を
平
成
30
年
度
に
策
定
し
、特
定
健

康
診
査
受
診
率
の
目
標
値
を
47
％
、特
定

保
健
指
導
実
施
率
の
目
標
値
を
42
％
と
定

め
ま
し
た
が
、目
標
値
に
は
依
然
と
し
て

達
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。そ
の
た
め
、受

診
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

が
ん
検
診
と
同
時
に
受
診
で
き
る
集
団
健

（
検
）診
や
、日
曜
日
に
集
団
健（
検
）診
を

実
施
す
る
な
ど
、受
診
さ
れ
る
方
の
利
便

性
を
図
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。ま

た
、令
和
２
年
度
は
未
受
診
者
対
策
と
し

て
受
診
勧
奨
お
よ
び
デ
ー
タ
分
析
・
効
果

検
証
を
外
部
業
者
へ
委
託
す
る
な
ど
受
診

率
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、令
和
２
年
度
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
と
し
て
、特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
た

方
の
中
か
ら
抽
選
で
ク
オ
カ
ー
ド
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。令
和
３
年
度
も
実
施

予
定
で
す
が
、内
容
は
検
討
中
で
す
。 

   　
受
診
者
の
有
所
見
率
が
高
く
、
喫
煙

率
、
服
薬
率
も
高
い
方
が
多
い
こ
と
が
、

本
町
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
効
果

的
な
保
健
指
導
に
よ
る
生
活
習
慣
病
重
症

化
予
防
と
し
て
、
集
団
健
診
当
日
に
簡
易

な
保
健
指
導
を
設
け
、
特
定
保
健
指
導
に

該
当
が
予
想
さ
れ
る
方
へ
特
定
保
健
指
導

の
案
内
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
健
診
結

果
説
明
会
や
個
別
指
導
な
ど
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
あ
わ
せ
、
効
果
的
な
指
導
体
制
を

図
っ
て
い
ま
す
。
 

や
す
ら
ぎ
と
お
も
て
な
し
の
 

あ
ふ
れ
る
町
　
箱
根

特
定
健
康
診
査
受
診
率
 

向
上
を
目
指
し
て

特
定
保
健
指
導
利
用
率
 

向
上
の
取
り
組
み

みんなが支えあう、 
誰もが元気な 
まちづくり 

         保険健康課 
         保健師　樋田　優香 
         福　祉　課 
         保健師　水野　良子 「箱根町」
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ま
た
、
集
団
保
健
指
導
と
し
て
ス
マ
ー

ト
ラ
イ
フ
教
室
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和

３
年
度
か
ら
水
中
運
動
コ
ー
ス
と
陸
上
運

動
コ
ー
ス（
ヨ
ガ
や
体
操
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）の
２
種
類
か
ら
選
ん

で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

こ
と
で
定
員
数
を
増
や
し
、
ま
た
、
令
和

３
年
度
か
ら
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
に
在
宅
保
健
師
の
派
遣
を
依
頼

し
、
保
健
指
導
の
利
用
に
つ
い
て
電
話
勧

奨
等
を
行
い
、
利
用
率
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
 

　
令
和
２
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
っ
て
、介
護
予
防
事
業
に
も
大

き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。特
に
、４
月
は

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
上
半
期
に
実
施
す

る
事
業
を
中
止
ま
た
は
延
期
に
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
し
た
。多
く
の
方
は
、何
ら

か
の
疾
患
を
有
し
な
が
ら
も
、「
い
つ
ま
で

も
元
気
に
い
た
い
」「
み
ん
な
と
会
っ
て
話

す
の
が
楽
し
み
」と
い
う
思
い
か
ら
参
加
を

し
て
い
た
の
で
、「
感
染
症
が
落
ち
つ
い
た

ら
ぜ
ひ
運
動
教
室
を
始
め
て
ほ
し
い
」と
い

う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な

中
で
、４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
介
護
予
防
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、既
に
運
動
教
室
へ
の

参
加
申
込
み
が
あ
っ
た
方
と
65
歳
以
上
で

ひ
と
り
世
帯
の
方
を
対
象
に
感
染
予
防
に

関
す
る
チ
ラ
シ
に
加
え
て
自
宅
で
で
き
る

運
動
の
案
内（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）を
送
付
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
に
は
電

話
等
で
心
身
の
状
況
を
伺
う
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
い
ま
し
た
。９
月
か
ら
12
月
ま
で

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、感
染
症
対
策（
マ

ス
ク
着
用
・
検
温
・
手
指
消
毒
・
器
材
や
椅
子

等
の
消
毒
に
加
え
、「
３
つ
の
密
」を
避
け
る

こ
と
）を
図
り
な
が
ら
実
施
を
控
え
て
い
た

３
つ
の
介
護
予
防
教
室
を
再
開
し
ま
し
た
。

換
気
の
た
め
寒
い
時
期
を
避
け
、予
定
し
て

い
た
期
間
を
短
縮
し
、12
月
ま
で
の
開
催
で

し
た
が
、多
く
の
方
の
参
加
が
あ
り
、半
年

ぶ
り
の
元
気
な
姿
に
開
催
し
て
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。 

   　
令
和
３
年
度
か
ら
保
険
部
門
と
高
齢
福

祉
部
門
で
連
携
を
図
り
、
保
険
部
門
が
Ｋ

Ｄ
Ｂ（
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）シ
ス
テ
ム
等

を
使
用
し
て
課
題
分
析
や
対
象
者
抽
出
を

行
い
、
高
齢
福
祉
部
門
が
低
栄
養
防
止
や

口
腔
機
能
低
下
予
防
、
運
動
機
能
向
上
を

中
心
に
個
別
訪
問
指
導
の
ハ
イ
リ
ス
ク
ア

プ
ロ
ー
チ
と
複
合
型
介
護
予
防
教
室
等
の

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
実
施
に
あ
た
り
、
地
域

の
医
療
機
関
と
の
連
携
と
し
て
個
別
ケ
ー

ス
の
支
援
情
報
提
供
等
や
町
主
催
の
会
議

で
意
見
や
助
言
を
も
ら
う
こ
と
で
の
連
携

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
 

　
感
染
症
対
策
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
の
介
護
予
防
事
業
に
加
え
て
、
新
た
に

保
健
と
介
護
予
防
の
一
体
化
事
業
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。
 

コ
ロ
ナ
禍
で
も
介
護
予
防

高
齢
者
の
保
健
と
介
護
予
防
の
 

一
体
化
事
業
を
開
始
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は
じ
め
に
 

 　
県
の
行
う
定
期
指
導
に
つ
い
て
は
、中

間
報
告
書
及
び
次
年
度
事
業
計
画（
予
定
）

の
作
成
と
提
出
、書
面
指
導
へ
の
対
応
な

ど
、ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
市
町
村
、国

民
健
康
保
険
組
合
並
び
に
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
皆
様
に
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
に
係
る
定
期
指
導
は
、令
和
２
年
５

月
12
日
付
け
医
保
第
１
０
２
０
号
神
奈
川

県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
長
通
知「
国

民
健
康
保
険
事
務
に
係
る
定
期
指
導
等
及

び
事
務
運
営
等
に
つ
い
て
」に
よ
り
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
通
知
で
は
、定
期
指
導
に
つ
い
て
、

実
地
指
導
と
書
面
検
査
で
行
う
と
し
、３

分
の
１
の
市
町
村
、全
て
の
国
民
健
康
保

険
組
合（
以
下
、「
国
保
組
合
」と
い
う
。）、

神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

（
以
下
、「
国
保
連
」と
い
う
。）に
つ
い
て
は

実
地
指
導
を
行
い
、そ
の
他
の
市
町
村
は

書
面
検
査
で
実
施
す
る
と
し
た
と
こ
ろ
で

す
。あ
わ
せ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
状
況
を
踏
ま
え
、令
和
２
年
７

月
を
目
途
に
、別
途
、実
施
方
法
に
つ
い
て

保
険
者
等
に
通
知
す
る
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、緊
急
事
態
宣
言
が
５
月
25
日

に
解
除
さ
れ
新
規
感
染
者
数
も
落
ち
着
き

を
見
せ
ま
し
た
が
、７
月
中
下
旬
か
ら
の

第
２
波
の
動
き
と
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
神
奈
川
県
対
処
方
針
」

を
踏
ま
え
、令
和
２
年
７
月
30
日
付
け
医

保
第
１
０
５
３
号
通
知
及
び
令
和
２
年
11

月
19
日
付
け
医
保
第
１
０
９
８
号
通
知
に

よ
り
、市
町
村
、国
保
組
合
、国
保
連
に
対

す
る
実
地
指
導
を
全
て
中
止
し
、書
面
検

査
に
よ
る
指
導
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。 

　
な
お
、特
別
定
期
指
導
の
対
象
と
す
る

保
険
者
に
つ
い
て
は
、「
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
に
お
い
て
赤
字（
繰
上
げ
充

用
）な
い
し
県
財
政
安
定
化
基
金
か
ら
借

入
れ
を
行
っ
た
市
町
村
」「
保
険
料
収
入
不

足
に
よ
る
決
算
補
填
目
的
の
法
定
外
繰
入

を
増
額
し
た
保
険
者
」「
収
納
率
水
準
が
低

く
前
年
度
よ
り
低
下
し
て
い
る
保
険
者
」

「
診
療
報
酬
明
細
書
点
検
事
務
に
よ
る
財

政
効
果
率
水
準
が
低
く
前
年
度
よ
り
低
下

し
て
い
る
保
険
者
」「
特
定
健
康
診
査
・
特

定
保
健
指
導
の
実
施
率
水
準
が
県
平
均
を

下
回
る
保
険
者
」の
ほ
か「
令
和
元
年
度
定

期
指
導
に
お
い
て
複
数
の
改
善
事
項
が
あ

っ
た
保
険
者
」な
ど
、国
民
健
康
保
険
事
業

1
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運
営
の
視
点
か
ら
早
期
に
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
あ
る
保
険
者
を

対
象
に
、複
数
該
当
す
る
４
保
険
者
を
選

択
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
定
期
指
導
の
結
果
に
つい
て
は
、改
善
を
要

す
る
事
項
が
あ
っ
た
保
険
者
に
対
し
て
、令

和
３
年
３
月
25
日
付
け
医
保
第
１
１
６
０
号

に
よ
る
神
奈
川
県
健
康
医
療
局
保
健
医
療

部
長
通
知
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、こ

こ
に
、そ
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め

ま
し
た
の
で
、改
め
て
ご
確
認
の
う
え
、事
業

運
営
の
見
直
し
等
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。 

 　
　
　
健
全
財
政
の
確
保
に
つ
い
て
 

 　
国
保
財
政
に
係
る
定
期
指
導
に
つ
い
て

は
、令
和
元
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保

険
会
計
の
収
支
状
況
と
令
和
２
年
度
に
向

け
た
予
算
編
成
状
況
と
予
算
執
行
状
況
、

保
険
料（
税
）率
決
定
に
つ
い
て
検
査
を
行

い
ま
し
た
。 

　
令
和
元
年
度
決
算
に
お
け
る
収
支
差
額

は
、県
を
含
め
全
て
の
保
険
者
で
単
年
度

黒
字
を
計
上
し
ま
し
た
。そ
の
黒
字
額
は
、

県
及
び
市
町
村
合
計
の
そ
れ
ぞ
れ
約
１
０

６
億
円
、国
保
組
合
が
約
65
億
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
、県
は
約
１
１
９
億
円

53
％
の
減
、市
町
村
は
約
58
億
円
35
％
の

減
、国
保
組
合
は
約
２
億
円
３
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。 

　
市
町
村
は
黒
字
額
の
減
少
に
よ
り
、法

定
外
繰
入（
決
算
補
填
等
目
的
外
も
含
む
）

を
除
い
た
決
算
収
支
差
額
に
お
け
る
赤
字

は
、約
１
２
６
億
円
と
前
年
度
に
比
べ
約

31
億
円
33
％
の
増
加
と
な
り
拡
大
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
れ
は
、平
成
30
年
度
と
同
様
に
前
年

度
か
ら
の
繰
越
金
が
多
額
に
あ
っ
た
も
の

の
、前
期
高
齢
者
交
付
金
の
減
少
に
伴
う

国
保
事
業
費
納
付
金
の
増
大
を
受
け
、保

険
料（
税
）率
の
激
変
緩
和
等
に
多
く
の
財

源
が
充
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

　
そ
う
し
た
中
、市
町
村
に
お
け
る
決
算

補
填
等
目
的
の
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
入
は
約
１
４
９
億
円
と
、平
成
30
年
度

の
約
１
７
３
億
円
に
比
べ
約
24
億
円
14
％

減
少
し
ま
し
た
。国
保
制
度
改
正
以
前
の

平
成
29
年
度
か
ら
は
約
94
億
円
39
％
減
少

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
運
営
方
針
」（
平
成
29
年
９
月
策

定
。以
下「
国
保
運
営
方
針
」と
い
う
。）で

は
、決
算
補
填
等
目
的
の
一
般
会
計
か
ら

の
法
定
外
繰
入
に
つ
い
て
は
、要
因
を
分

析
し
、真
に
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
、あ
る
い
は
ど
こ
ま
で
削
減
が
可
能
な

の
か
を
検
討
を
行
っ
た
上
で
、計
画
的
、段

階
的
な
削
減
・
解
消
を
行
う
と
し
て
お
り

ま
す
が
、市
町
村
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た

「
赤
字
削
減
・
解
消
計
画
」に
基
づ
き
着
実

に
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
結
果
と
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
一
方
で
、決
算
補
填
等
目
的
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
が
令
和
元
年
度
決
算
に

お
い
て
前
年
度
決
算
に
比
べ
増
え
た
市
町

村
も
あ
り
、令
和
２
年
度
は
そ
う
し
た
市

町
村
に
対
し
て
文
章
で
の
指
導
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
決
算
補
填
等
目
的
の
法
定
外
繰
入
金
の

解
消
に
つ
い
て
は
各
市
町
村
に
お
い
て

「
赤
字
削
減
・
解
消
計
画
」を
作
成
し
提
出

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、被
保

険
者
負
担
の
急
激
な
増
加
に
考
慮
し
な
が

ら
も
、計
画
に
沿
っ
て
解
消
を
着
実
に
進

め
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

　
市
町
村
に
お
け
る
財
政
調
整
基
金
は
、

国
保
制
度
改
正
以
前
の
平
成
29
年
度
末
は

４
市
で
基
金
が
未
設
置
で
し
た
が
、令
和

元
年
度
末
で
は
１
市
の
み
と
な
り
ま
し

た
。総
額
で
も
平
成
29
年
度
末
約
71
億
円

か
ら
令
和
元
年
度
末
は
約
１
４
６
億
円
と

倍
増
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、国
保
制
度
改
革
に
む
け
た
国
民

健
康
保
険
協
議
会
に
お
い
て
確
認
し
た
保

険
料（
税
）収
納
額（
退
職
被
保
険
者
等
分
も

含
む
）の
１
％
未
満
の
少
額
な
積
立
金
し
か

な
い
市
町
村
が
２
市
２
町
あ
り
ま
す
。 

　
保
険
給
付
費
等
交
付
金
普
通
交
付
金
の

創
設
に
よ
り
、急
激
な
保
険
給
付
費
の
増
大

に
備
え
る
財
政
調
整
基
金
の
役
割
は
な
く

な
り
ま
し
た
が
、そ
れ
に
替
わ
っ
て「
国
保

事
業
費
納
付
金
の
増
大
に
と
も
な
う
保
険

料（
税
）収
納
額
リ
ス
ク
に
備
え
る
」「
年
度

間
の
保
険
料
水
準
の
大
き
な
変
動
を
防
ぐ
」

と
い
う
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
基
金
未
設
置
の
市
町
村
に
お
い
て
は
速

や
か
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、設
置
し
て
い

る
市
町
村
で
も
積
立
額
が
少
な
い
市
町
村

に
は
文
書
で
の
指
導
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、国
保
組
合
に
お
い
て
も
、引
き
続

き
、特
別
積
立
金
及
び
給
付
費
等
支
払
準

備
金
に
つ
い
て
、国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
第
19
条
及
び
第
20
条
に
定
め
る
額
を
積

み
立
て
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
市
町
村
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
予
算
編
成
で
は
、県
が
示
す
国
保

2
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事
業
費
納
付
金
等
を
踏
ま
え
、保
険
料

（
税
）収
入
必
要
額
を
算
定
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
が
、一
部
の
市
町
村
に
お
い

て
は
、保
険
料（
税
）収
入
必
要
額
が
確
保

で
き
な
い
保
険
料（
税
）率
の
設
定
な
ど
、

歳
入
の
過
大
計
上
あ
る
い
は
歳
出
の
過
小

計
上
に
よ
り
歳
入
欠
陥
が
生
じ
か
ね
な
い

事
例
が
見
ら
れ
ま
し
た
。保
険
料（
税
）率

は
、県
の
示
す
標
準
保
険
料（
税
）率
を
参

考
に
し
な
が
ら
も
、被
保
険
者
の
所
得
や

被
保
険
者
数
の
状
況
、収
納
率
実
績
等
を

踏
ま
え
、保
険
料（
税
）収
入
必
要
額
が
確

保
で
き
る
も
の
と
し
て
設
定
す
る
と
と
も

に
、保
険
給
付
費
等
に
つ
い
て
も
国
保
事

業
費
納
付
金
の
算
定
基
礎
と
な
っ
た
保
険

給
付
費
を
も
と
に
適
正
に
見
込
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 　
　
　
保
険
料（
税
）の
収
納
率
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
 

 　
市
町
村
の
保
険
料（
税
）収
納
率
に
つ
い

て
は
、運
営
方
針
に
お
い
て
規
模
別
目
標

収
納
率
を
定
め
、「
国
民
健
康
保
険
に
係
る

事
務
運
営
等
に
つ
い
て
」で
も
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し
て
い
ま
す
。 

　
令
和
２
年
度
は
、平
成
元
年
度
実
績
収
納

率（
現
年
度
分
）が
、国
保
運
営
方
針
で
目
標

と
し
て
い
る
平
成
27
年
度
の
規
模
別
収
納
率

の
上
位
３
割
水
準
に
達
し
て
お
ら
ず
、市
町

村
別
収
納
率
で
下
位
３
位
又
は
収
納
率
が

前
年
度
と
比
較
し
て
２
･０
ポ
イ
ン
ト
以
上

減
少
し
て
い
る
４
市
に
対
し
て
文
書
指
導
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
県
内
市
町
村
に
お
け
る
保
険
料（
税
）の

現
年
分
平
均
収
納
率
は
、平
成
22
年
度
か

ら
上
昇
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、令
和
元

年
度
は
出
納
整
理
期
間
に
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、10
年
ぶ
り
に

前
年
度
を
下
回
り
93
･36
％
と
０
･23
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。 

　
令
和
３
年
度
以
降
を
対
象
期
間
と
す
る

改
定
後
の
国
保
運
営
方
針
で
は
、平
成
30

年
度
実
績
の
規
模
別
目
標
収
納
率（
全
国

上
位
３
割
以
内
）を
達
成
す
る
と
し
て
お

り
、被
保
険
者
数
10
万
人
以
上
で
93
・

25
％
、５
万
人
以
上
10
万
人
未
満
92
・

88
％
、
１
万
人
以
上
５
万
人
未
満
95
・

21
％
、
３
千
人
以
上
１
万
人
未
満
96
･

40
％
、３
千
人
未
満
98
・
43
％
と
、こ
れ
ま

で
に
比
べ
、一
部
の
区
分
を
除
き
、１
・
１

ポ
イ
ン
ト
か
ら
２
・
４
ポ
イ
ン
ト
目
標
収

納
率
が
上
昇
し
、横
浜
市
と
川
崎
市
以
外

の
市
町
村
は
、目
標
収
納
率
に
達
し
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
口
座
振
替
世
帯
割
合
の
向
上
や
コ
ン
ビ

ニ
収
納
や
ペ
イ
ジ
ー
導
入
な
ど
、納
付
環

境
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、未
納
者

に
対
す
る
早
期
勧
奨
、財
産
調
査
に
は
じ

ま
る
効
率
的
・
効
果
的
な
滞
納
整
理
を
実

施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、そ
う

し
た
収
納
率
向
上
対
策
が
実
施
で
き
る
職

場
環
境
の
整
備
、滞
納
整
理
に
取
り
組
む

職
員
の
育
成
、意
欲
の
維
持
・
向
上
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。 

 　
　
　
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
 

 　
診
療
報
酬
明
細
書（
以
下「
レ
セ
プ
ト
」

と
い
う
。）点
検
事
務
に
つ
い
て
、内
容
点

検
の
財
政
効
果
率
が
２
連
続（
令
和
元
年

度
、平
成
30
年
度
）し
て
市
町
村
平
均
又
は

組
合
平
均
の
４
分
の
３
に
達
し
て
い
な
い

保
険
者
の
４
市
町
村
を
文
書
指
導
の
対
象

と
し
ま
し
た
。 

　
対
象
と
な
っ
た
保
険
者
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、レ
セ
プ
ト
点
検
事
務
の
効
果
を
上

げ
る
た
め
に
、点
検
内
容
や
点
検
事
務
の

進
捗
状
況
の
把
握
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、医
療
事
務
経
験
者
の
配
置
や
国
保
連

合
会
の
活
用
に
よ
る
事
務
処
理
体
制
の
整

備
な
ど
、点
検
事
務
の
充
実
強
化
を
図
っ

て
く
だ
さ
い
。 

　
あ
ん
摩
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
療
養
費

に
つ
い
て
も
、柔
道
整
復
師
施
術
療
養
費

と
同
様
に
、受
領
委
任
制
度
が
本
格
実
施

さ
れ
、受
領
契
約
に
基
づ
き
施
術
機
関
へ

の
厚
生
局
と
県
に
よ
る
指
導
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。保
険
者
等
か
ら
出
さ
れ
た
事

案
に
つ
い
て
県
と
し
て
も
厚
生
局
と
連
携

し
対
応
を
と
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、請
求

疑
義
の
具
体
的
な
発
見
は
保
険
者
に
よ
る

複
数
月
点
検
や
患
者
調
査
に
よ
る
と
こ
ろ

が
多
く
あ
り
ま
す
。 

　
職
員
体
制
等
の
関
係
か
ら
国
保
連
に
委

託
し
て
実
施
し
た
患
者
調
査
後
の
確
認
作

業
等
が
行
え
て
い
な
い
保
険
者
も
見
ら
れ

ま
す
が
、今
後
、増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
施
術
療
養
費
の
適
正
化
に
向
け
、取

組
体
制
を
充
実
強
化
さ
れ
る
よ
う
、よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、第
三
者
行
為
求
償
事
務
に
つ
い

て
は「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
に
係
る
求

償
事
務
の
取
組
強
化
に
つ
い
て
」（
平
成
27

年
12
月
３
日
付
け
保
国
発
１
２
０
３
第
１

号
厚
生
労
働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険
課

長
通
知
）に
よ
り
、取
り
組
み
を
強
化
す
る

4
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こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。消
防
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、警
察
、病
院
、保
健

所
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
か

ら
傷
病
発
見
に
つ
な
が
る
情
報
提
供
を
受

け
る
体
制
構
築
を
は
じ
め
、届
出
勧
奨
、被

害
届
届
出
励
行
と
被
害
届
届
出
義
務
の
周

知
な
ど
、求
償
事
務
に
係
る
取
り
組
み
を
強

化
す
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 　
　
　
保
健
事
業
の
充
実
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
 

 　
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、令
和
元
年
度

の
県
内
全
体
で
29
・
57
％
と
前
年
度
に
比

べ
０
・
45
ポ
イ
ン
ト
、特
定
保
健
指
導
の
終

了
率
も
10
・
73
％
と
０
・
42
ポ
イ
ン
ト
、そ

れ
ぞ
れ
上
昇
し
ま
し
た
。 

　
国
保
運
営
方
針
で
は
、国
の
実
施
目
標

で
あ
る
受
診
率
・
実
施
率
60
％
を
目
標
に

す
る
と
と
も
に
、「
特
定
健
診
等
実
施
計

画
」で
定
め
る
受
診
率
・
実
施
率
の
達
成
を

め
ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
う
し
た
中
で
、県
内
全
体
の
受
診
率
・

実
施
率
の
底
上
げ
を
図
る
観
点
か
ら
、令

和
元
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
が
市
町
村

平
均
28
・
83
％
未
満
の
８
市
町
村
と
国
保

組
合
平
均
43
・
03
％
未
満
の
４
国
保
組
合

を
、ま
た
、特
定
保
健
指
導
の
終
了
率
が
市

町
村
平
均
11
・
69
％
未
満
の
10
市
町
村
と

国
保
組
合
平
均
４
・
02
％
未
満
の
３
国
保

組
合
を
、そ
れ
ぞ
れ
文
書
指
導
の
対
象
と

し
ま
し
た
。 

　
保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
で
は
、「
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
」「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
及
び
予

備
群
の
減
少
率
」が
評
価
指
標
と
さ
れ
ま

し
た
が
、令
和
３
年
度
保
険
者
努
力
支
援

制
度（
市
町
村
分
）に
お
け
る
順
位（
平
成

30
年
度
実
績
）で
み
る
と
、神
奈
川
県
は
特

定
健
診
受
診
率
46
位（
前
年
度
と
同
順

位
）、特
定
保
健
指
導
実
施
率
47
位（
前
年

度
と
同
順
位
）と
依
然
と
し
て
全
国
的
に

も
極
め
て
低
い
水
準
に
あ
り
、そ
の
こ
と

が
保
険
者
努
力
支
援
制
度
交
付
金
の
獲
得

を
困
難
に
し
て
い
ま
す
。 

　
保
険
者
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
特
定

健
診
・
保
健
指
導
の
実
施
率
向
上
や
糖
尿

病
腎
症
重
症
化
予
防
な
ど
保
健
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、令
和
３
年
度
以
降
も
、拡
充
さ
れ
た

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

モ
デ
ル
事
業
等
を
活
用
し
な
が
ら
、実
施

率
水
準
の
高
い
保
険
者
が
実
施
し
て
い
る

対
策
の
横
展
開
や
、健
康
・
医
療
情
報
や
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
活
用
、医
師
会
や
事
業

所
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
、効
果

的
効
率
的
な
保
健
事
業
の
実
施
に
努
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 　
　
　
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
 

　
　
　
つ
い
て
 

 　
国
保
連
に
対
し
て
は
、今
回
は
、令
和
元

年
度
の
文
章
指
導
に
対
す
る
対
応
方
針
と

総
会
で
確
認
さ
れ
た
令
和
２
年
度
の
事
業

計
画
と
も
と
に
、「
事
務
処
理
体
制
」「
審
査

支
払
事
務
」「
国
民
健
康
保
険
事
業
支
援
業

務
」「
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
支
援
」「
介
護

保
険
事
業
支
援
」な
ど
の
視
点
か
ら
書
面

検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
特
に
、文
書
指
導
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、国
保
連
の
設
立
目
的
で
も
あ
る
診
療
報

酬
審
査
支
払
事
務
に
つ
い
て
充
実
強
化
を

図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、保
険
者
が
行
う
、

改
定
後
の
国
保
運
営
方
針
や
保
険
者
努
力

支
援
制
度
の
評
価
指
標
、国
保
組
合
特
別
調

整
補
助
金
に
お
け
る
保
険
者
機
能
強
化
・
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
評
価
指
標
を
踏
ま
え
た

保
険
者
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
取
り
組
み

を
、積
極
的
か
つ
多
面
的
に
支
援
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
最
後
に
 

 　
令
和
２
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
中
で
、保
険
料

（
税
）率
向
上
対
策
や
医
療
費
適
正
化
対

策
、特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率

向
上
な
ど
、保
険
者
機
能
を
発
揮
す
る
事

業
展
開
に
お
い
て
、制
約
を
受
け
る
点
も

多
く
、事
業
実
績
も
厳
し
い
結
果
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

　
し
か
し
、財
政
基
盤
の
確
立
は
、国
民
皆

保
険
制
度
の
根
幹
と
な
る
国
保
制
度
を
持

続
的
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く
上
で
の
最

重
要
課
題
で
あ
り
、保
険
者
努
力
支
援
制
度

交
付
金
の
獲
得
も
含
め
た
公
費
拡
充
と
、保

険
料
収
入
の
確
保
や
保
険
給
付
費
の
適
正

化
等
の
保
険
者
機
能
の
強
化
は
、引
き
続
き

進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
保
険
者
及
び
国
保
連
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、必
要
な
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
講

じ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
令
和
３
年
度
国

民
健
康
保
険
に
係
る
事
務
運
営
等
に
つ
い

て
」（
令
和
３
年
６
月
１
日
開
催
の
主
管
課

長
会
議
に
お
い
て
説
明
）に
基
づ
き
、国
民

健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
か
つ
効
率
的
な

運
営
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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国
民
健
康
保
険
と
の
関
わ
り
 

 　
国
保
と
私
と
の
関
わ
り
は
厚
労
省
と

の
関
わ
り
よ
り
も
ず
っ
と
長
い
。
私
は

東
京
で
生
ま
れ
育
ち
、
国
保
は
私
が
生

ま
れ
て
数
年
後
に
で
き
た
。
生
家
は
自

営
業
だ
っ
た
の
で
小
さ
い
時
か
ら
ず
っ

と
国
保
の
被
保
険
者
、
親
族
も
自
営
業

が
多
か
っ
た
の
で
私
の
知
る
医
療
保
険

は
国
保
だ
け
、
保
険
証
と
い
え
ば
国
保

の
そ
れ
だ
け
で
あ
っ
た
。何
せ「
国
民
･
･
健

康
保
険
」
と
い
う
位
だ
か
ら
世
の
中
に

は
国
保
し
か
な
い
と
漠
然
と
思
っ
て
い

た
の
だ
。な
の
で
、小
学
校
の
同
級
生
が

色
の
違
う
保
険
証（
ら
し
き
も
の
）を
出

し
、
担
任
の
教
師
が
「
あ
、
君
の
家
は
会

社
員
、社
会
保
険
だ
ね
」と
い
っ
た
の
を

聞
い
て
ひ
ど
く
驚
い
た
の
を
覚
え
て
い

る
。「
社
会
保
険
」
と
い
う
名
前
を
聞
く

の
が
初
め
て
だ
っ
た
の
と
、
馬
鹿
げ
た

話
だ
が
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
っ
て
「
国
民
」

じ
ゃ
な
い
の
か
？
」
と
子
供
心
に
不
思

議
に
思
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
う
も
当
時

か
ら
私
は
変
に
理
屈
っ
ぽ
い
性
癖
だ
っ

た
ら
し
い
。 

　
縁
と
は
面
白
い
も
の
で
、
大
学
を
卒

業
し
て
旧
厚
生
省
に
奉
職
し
最
初
に
配

属
さ
れ
た
の
が
国
保
課
だ
っ
た
。
な
の

で
、
官
僚
と
し
て
の
私
の
出
発
点
も
ま

た
国
保
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み

に
国
保
課
に
は
そ
の
10
年
後
、
埼
玉
県

庁
か
ら
戻
っ
て
補
佐
と
し
て
２
度
目
の

務
め
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
私
の
役
人

人
生
で
２
度
奉
職
し
た
課
は
国
保
課
だ

け
で
あ
る
。 

 国
民
健
康
保
険
基
礎
講
座
 

 　
昭
和
55
年
５
月
に
研
修
を
終
え
て
国

保
課
に
配
属
さ
れ
た
初
日
、
前
任
者
だ

っ
た
２
年
先
輩
の
山
崎
さ
ん
（
現
駐
リ

ト
ア
ニ
ア
共
和
国
日
本
大
使
）
か
ら
一

冊
の
本
を
手
渡
さ
れ
た
。
分
厚
い
オ
レ

ン
ジ
色
の
本
だ
っ
た
。題
名
は「
国
民
健

康
保
険
基
礎
講
座
」。 

　「
連
休
中
に
読
ん
で
お
く
よ
う
に
。
連

休
明
け
か
ら
す
ぐ
に
仕
事
だ
か
ら
な
。」

素
直
な
一
年
生（
笑
）の
私
は
そ
の
年
の

連
休
中
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
こ
の
分

厚
い
講
座
本
と
格
闘
し
た
。 

　「
国
民
健
康
保
険
基
礎
講
座
」
は
版
を

重
ね
て
現
在
で
も
出
版
さ
れ
て
い
る

（
と
思
う
）
が
、
当
時
の
基
礎
講
座
は
現

在
の
も
の
と
は
内
容
が
全
く
違
っ
て
い

て
、全
体
の
半
分
近
く
が「
日
本
の
医
療

保
険
制
度
の
制
定
・
発
展
の
歴
史
」
を

国
保
を
通
じ
て
詳
し
く
解
説
し
て
い

る
、
い
わ
ゆ
る
制
度
解
説
本
と
は
趣
を

全
く
異
に
す
る
も
の
だ
っ
た
。 

　
昭
和
恐
慌
に
始
ま
り
、
農
村
の
疲
弊
、

私
の
原
点
 

 　
上
智
大
学
総
合
人
間
科
学
部
教
授
 

　
一
般
社
団
法
人
未
来
研
究
所
臥
龍
代
表
理
事

香
取
照
幸
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経
済
の
混
乱
、日
中
戦
争
、軍
国
主
義
と

い
う
時
代
背
景
が
描
か
れ
、
そ
の
中
で

「
国
民
健
民
運
動
」
の
一
環
と
し
て
時
の

内
務
省「
革
新
」官
僚
た
ち
が
構
想
し
た

の
が
昭
和
13
年
に
制
定
さ
れ
た
旧
国
保

法
。
そ
し
て
終
戦
後
の
混
乱
と
旧
国
保

制
度
の
崩
壊
・
破
綻
。そ
の
後
、講
和
条

約
、朝
鮮
戦
争
、戦
後
復
興
と
時
代
が
進

む
中
で
、
国
民
皆
保
険
を
求
め
る
国
民

世
論
、
新
生
厚
生
省
と
全
国
自
治
体
の

努
力
で
国
保
制
度
が
再
建
さ
れ
、
昭
和

33
年
に
現
在
の
国
保
法
が
成
立
し
て
国

民
皆
保
険
が
達
成
さ
れ
る
。 

　
制
定
当
初
の
国
保
は
、５
割
給
付
、入

院
承
認
制
、
投
薬
も
剤
数
制
限
（
３
剤
、

と
記
憶
す
る
）が
あ
り
、今
と
は
比
べ
物

に
な
ら
な
い「
制
限
医
療
」の
給
付
だ
っ

た
。
そ
の
給
付
内
容
を
粘
り
強
い
努
力

で
１
つ
１
つ
改
善
し
て
い
っ
た
経
緯

（
給
付
率
引
き
上
げ
、
制
限
診
療
撤
廃
、

国
庫
負
担
引
き
上
げ
等
々
）
が
時
代
背

景
と
合
わ
せ
て
、
ま
る
で
ド
ラ
マ
の
よ

う
に
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
た
。 

 制
度
の
歴
史
を
知
る
重
要
さ
 

 　
制
度
の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
で
あ
る
。
先
人
た
ち
は
何
を
思
い
、

何
を
実
現
す
る
た
め
に
こ
の
制
度
を
作

っ
た
の
か
。
制
度
を
支
え
る
理
念
は
何

な
の
か
。制
度
が
い
か
に
生
ま
れ
、い
か

に
時
代
に
合
わ
せ
て
発
展
・
変
遷
し
て

き
た
の
か
。
温
故
知
新
と
は
誠
に
正
し

い
箴
言
で
、
過
去
を
知
る
こ
と
で
私
た

ち
は
将
来
へ
の
道
標
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。 

　
か
つ
て
国
保
に
は
保
健
婦
（
現
在
の

保
健
師
）
が
い
て
保
健
活
動
は
国
保
事

業
の
大
き
な
柱
だ
っ
た
。
全
国
市
町
村

に
は
国
保
直
営
病
院
・
診
療
所
が
あ
り

（
も
ち
ろ
ん
今
で
も
あ
る
）、
住
民
―
被

保
険
者
の
健
康
を
守
っ
て
き
た
。
大
袈

裟
で
な
く
、
私
は
「
基
礎
講
座
」
か
ら
実

に
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
社
会
保
険

に
は
な
い
国
保
の
歴
史
。
国
保
は
単
な

る
医
療
保
険
で
は
な
い
。
保
険
を
超
え

る
保
険
な
の
だ
。 

　
役
人
生
活
の
出
発
点
が
国
保
だ
っ
た

こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
最
大
の
幸
運
だ

っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
国
保
の
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
で
、
国
民
の
健
康
と
生
活
を

守
る
と
い
う
厚
生
省
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

学
び
、
役
人
と
し
て
の
覚
悟
と
心
構
え

が
私
の
中
に
し
っ
か
り
と
位
置
付
い

た
。
国
保
は
私
の
原
点
で
あ
る
。 

 

記
事
提
供
　
社
会
保
険
出
版
社
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「
睡
眠
習
慣
」
と
「
睡
眠
障
害
」
の
問
題
 

　
質
の
悪
い
睡
眠
は
生
活
習
慣
病
の
罹
患

リ
ス
ク
を
高
め
、
か
つ
症
状
を
悪
化
さ
せ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
睡
眠
問
題

は
「
睡
眠
習
慣
」
と
「
睡
眠
障
害
」
の
問
題

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
睡
眠
習
慣
に
つ
い
て

は
睡
眠
不
足
や
シ
フ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
よ

る
体
内
時
計
の
問
題
、
睡
眠
障
害
に
つ
い

て
は
睡
眠
時
無
呼
吸
と
不
眠
症
の
問
題
を

取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
生
活
習
慣
病
と
の

関
係
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
 

                  

睡
眠
習
慣
と
生
活
習
慣
病
 

　
日
本
人
、
特
に
子
供
た
ち
や
就
労
者
の

睡
眠
時
間
は
世
界
で
最
も
短
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
左
上
の
図
は
就
労
者
の
男
女

別
の
睡
眠
時
間
を
国
際
比
較
し
た
結
果
で

す
。
日
本
人
の
睡
眠
時
間
が
如
何
に
短
い

か
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

と
り
わ
け
女
性
は
家
事
や
育
児
の
負
担
が

大
き
い
た
め
男
性
よ
り
も
さ
ら
に
睡
眠
時

間
が
短
く
、
平
日
・
週
末
を
問
わ
ず
慢
性

的
な
寝
不
足
状
態
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
 

　
慢
性
的
な
睡
眠
不
足
は
日
中
の
眠
気
や

意
欲
低
下
・
記
憶
力
減
退
な
ど
精
神
機
能

の
低
下
を
引
き
起
こ
す
だ
け
で
は
な
く
、

体
内
の
ホ
ル
モ
ン
分
泌
や
自
律
神
経
機
能

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
健
康
な

人
で
も
一
日
10
時
間
た
っ
ぷ
り
と
眠
っ
た

日
に
比
較
し
て
、
寝
不
足
（
４
時
間
睡
眠
）

を
た
っ
た
二
日
間
続
け
た
だ
け
で
食
欲
を

抑
え
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
レ
プ
チ
ン
分
泌

は
減
少
し
、
逆
に
食
欲
を
高
め
る
ホ
ル
モ

ン
で
あ
る
グ
レ
リ
ン
分
泌
が
亢
進
す
る
た

め
、
食
欲
が
増
大
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
ご
く
わ
ず
か
の
寝
不
足
に
よ
っ

て
私
た
ち
の
食
行
動
ま
で
も
影
響
を
受
け

る
の
で
す
。
実
際
に
慢
性
的
な
寝
不
足
状

態
に
あ
る
人
は
糖
尿
病
や
心
筋
梗
塞
や
狭

心
症
な
ど
の
冠
動
脈
疾
患
と
い
っ
た
生
活

習
慣
病
に
罹
り
や
す
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
日
本
人
の
約
２
割
は
交
代
勤
務
に

睡
眠
と
生
活
習
慣
病
と
の
深
い
関
係
 

　
独
立
行
政
法
人
 国
立
精
神
･神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
 

　
　
精
神
保
健
研
究
所
精
神
生
理
部
 

三
島
　
和
夫

健康のはなし 
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従
事
し
て
い
ま
す
。
夜
勤
に
入
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
体
内
時
計
と
生
活
時
間
と
の
間
に
ず

れ
が
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
体
内
時
計
に

と
っ
て
不
適
切
な
時
間
帯
に
食
事
を
取
る

こ
と
で
も
生
活
習
慣
病
の
原
因
の
ひ
と
つ

に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
夜
間
に
は

体
内
時
計
を
調
節
す
る
時
計
遺
伝
子
の
一

つ
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ａ
Ｌ
１
遺
伝
子
と
そ
の
蛋

白
質
が
活
性
化
し
ま
す
が
、
こ
の
蛋
白
質
は

脂
肪
を
蓄
積
し
分
解
を
抑
え
る
作
用
を
持

っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
「
夜
食
べ
る
と
太

る
」
と
い
う
我
々
の
経
験
は
科
学
的
に
も
正

し
か
っ
た
わ
け
で
す
。
夜
勤
中
に
つ
い
つ
い

間
食
を
し
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
耳
の
痛

い
話
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 睡
眠
障
害
と
生
活
習
慣
病
 

　
睡
眠
障
害
も
ま
た
生
活
習
慣
病
の
発
症

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
生
活
習

慣
病
患
者
さ
ん
で
は
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
や
不
眠
症
の
方
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
多
く
の
研
究
に

よ
っ
て
、
睡
眠
障
害
が
生
活
習
慣
病
の
罹

患
リ
ス
ク
を
高
め
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
こ

と
や
、
そ
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

　
例
え
ば
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
患
者

さ
ん
で
は
、
夜
間
の
頻
回
の
呼
吸
停
止
に

よ
っ
て
「
低
酸
素
血
症
と
交
感
神
経
の
緊

張
（
血
管
収
縮
）」「
酸
化
ス
ト
レ
ス
や
炎

症
」「
代
謝
異
常
（
レ
フ
チ
ン
抵
抗
性
・
イ

ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
）」
な
ど
の
生
活
習
慣
病

の
準
備
状
態
が
進
み
、
そ
の
結
果
と
し
て

５
〜
10
年
後
に
は
高
血
圧
・
心
不
全
・
虚

血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
障
害
な
ど
に
罹
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
慢
性
不
眠
症
の
患
者
さ
ん
も
ま
た
、

「
交
感
神
経
の
緊
張
」「
糖
質
コ
ル
チ
コ
イ
ド

（
血
糖
を
上
昇
さ
せ
る
）
の
過
剰
分
泌
」「
睡

眠
時
間
の
短
縮
」「
う
つ
状
態
に
よ
る
活
動

性
の
低
下
」
な
ど
多
く
の
生
活
習
慣
病
リ
ス

ク
を
抱
え
て
い
ま
す
。
入
眠
困
難
や
中
途
覚

醒
・
早
朝
覚
醒
な
ど
不
眠
症
状
の
あ
る
人

で
は
良
眠
し
て
い
る
人
に
比
較
し
て
糖
尿

病
に
な
る
リ
ス
ク
が
１
･５
〜
２
倍
に
な
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

          睡
眠
障
害
も
ま
た
生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
 

　
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運

動
（
健
康
日
本
21
）
で
は
「
栄
養
・
食
生
活

の
管
理
」「
身
体
活
動
・
運
動
」「
禁
煙
・
節

酒
」
な
ど
と
並
ん
で
「
十
分
な
睡
眠
の
確

保
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
不
規
則
な

食
事
・
運
動
不
足
・
ニ
コ
チ
ン
・
ア
ル
コ

ー
ル
過
飲
に
よ
っ
て
睡
眠
状
態
は
悪
化
し

ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
こ
と
は
良
質
な
睡
眠
を
保
つ
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
逆
に
言
え
ば
睡
眠
障
害

も
ま
た
生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
と
考
え
る

べ
き
で
し
ょ
う
。
 

　
日
々
の
生
活
の
中
で
睡
眠
時
間
は
と
も

す
れ
ば
犠
牲
に
な
り
が
ち
で
す
。
た
だ
し

今
回
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
長
期
に
わ
た
り

睡
眠
不
足
を
続
け
た
り
、
睡
眠
障
害
を
放

置
し
た
り
す
る
と
は
私
た
ち
の
健
康
を
大

き
く
害
し
ま
す
。
睡
眠
問
題
は
静
か
に
し

か
し
着
実
に
心
身
の
健
康
を
蝕
み
ま
す
。
 　

睡
眠
習
慣
の
問
題
や
睡
眠
障
害
を
放
置
せ

ず
、
ご
自
分
の
睡
眠
状
態
に
疑
問
を
感
じ

た
ら
、
か
か
り
つ
け
医
も
し
く
は
睡
眠
専

門
医
に
相
談
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
 

               ｅ
-ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
 

https://w
w
w
.e-healthnet.m
hlw
.go.jp 

/inform
ation/heart/k-02-008.htm
l 

厚
生
労
働
省
 

〈図：就労者の睡眠時間の国際比較〉 有
識
者
女
子
（
時
間
：
分
／
日
）

有
識
者
男
子
（
時
間
：
分
／
日
）



国保連発信

診療（調剤）報酬実績【国民健康保険】
《２月診療分》（一般＋退職）

《３月診療分》（一般＋退職）

《４月診療分》（一般＋退職）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 28,352 404,995 17,253,155,590 608,534 9,060 1.49 
入院外 1,224,729 1,802,276 18,756,543,170 15,315 9,849 64.31 
歯　科 292,386 501,173 3,970,903,200 13,581 2,085 15.35 

1,904,389
小　　　計 1,545,467 2,708,444 39,980,601,960 25,870 20,994 81.15 
調　　　剤 914,301 1,044,864 10,874,365,660 11,894 5,710  
訪 問 看 護 7,076 45,446 527,143,150 74,497 277  
食事療養費 26,195 1,054,475 699,838,931 26,717 367  
合　　　計 2,466,844 2,753,890 52,081,949,701 21,113 27,348

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 31,574 455,015 20,325,541,790 643,743 10,703 1.66 
入院外 1,364,323 2,115,743 21,915,375,390 16,063 11,540 71.84 
歯　科 331,509 594,088 4,696,756,290 14,168 2,473 17.46 

1,899,123
小　　　計 1,727,406 3,164,846 46,937,673,470 27,172 24,715 90.96 
調　　　剤 1,015,218 1,206,023 12,622,686,490 12,433 6,647  
訪 問 看 護 7,293 54,048 616,795,070 84,574 325  
食事療養費 29,273 1,176,952 781,664,688 26,703 412  
合　　　計 2,749,917 3,218,894 60,958,819,718 22,168 32,098

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 30,675 437,679 19,255,845,620 627,737 10,151 1.62 
入院外 1,315,485 2,039,734 20,999,900,350 15,964 11,070 69.35 
歯　科 320,927 567,403 4,498,887,900 14,018 2,372 16.92 

1,896,955
小　　　計 1,667,087 3,044,816 44,754,633,870 26,846 23,593 87.88 
調　　　剤 979,832 1,162,462 11,837,770,700 12,081 6,240  
訪 問 看 護 7,001 49,845 581,242,710 83,023 306  
食事療養費 28,393 1,131,053 750,878,368 26,446 396  
合　　　計 2,653,920 3,094,661 57,924,525,648 21,826 30,536

診
療
費

 【保険者別１人当たり費用額（一般＋退職）】　※ 1人当たり費用額とは、医療費用総額を被保険者数で除したものである。
１人当たり費用額（円）
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 【保険者別受診率（一般＋退職）】　※受診率とは、一定期間内に医療機関にかかった人の割合を表し、当該月の診療報酬明細書（レセプト）枚数を
当該月末の被保険者数で除したものである。 
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国保連発信

診療（調剤）報酬実績【後期高齢者医療】

介護給付費の状況

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 386,580 16,873,406,048 14,859,395,024 1,619,170,442 394,840,582 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 17,163 2,009,188,233 1,706,474,226 289,213,892 13,500,115 
居 宅 療 養 管 理 指 導 164,912 1,321,285,780 1,158,429,879 129,606,020 33,249,881 
地域密着型サービス 65,373 9,458,419,526 8,359,441,066 923,297,510 175,680,950 
特定施設入居者生活介護 23,747 5,474,007,548 4,743,328,302 710,644,876 20,034,370 
居　宅　介　護　支　援 213,074 2,864,103,442 2,864,103,442 0 22,335,158 
施　設　サ　ー　ビ　ス 55,634 20,054,464,444 17,020,166,317 2,882,908,385 151,389,742 
市 町 村 特 別 給 付 28 170,040 153,036 17,004 0 
　　　合　　　計 926,511 58,055,045,061 50,711,491,292 6,554,858,129 811,030,798 

介護給付費統計 （令和３年2月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 384,165 16,590,400,586 14,608,786,361 1,600,854,009 380,760,216 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 16,075 1,852,036,319 1,573,245,982 268,446,695 10,343,642 
居 宅 療 養 管 理 指 導 165,622 1,328,256,452 1,164,663,147 129,887,245 33,706,060 
地域密着型サービス 64,621 8,989,234,923 7,944,897,872 878,445,762 165,891,289 
特定施設入居者生活介護 23,459 4,911,042,122 4,254,826,366 638,174,868 18,040,888 
居　宅　介　護　支　援 213,063 2,860,593,821 2,860,593,821 0 22,969,797 
施　設　サ　ー　ビ　ス 55,455 18,137,969,204 15,393,136,745 2,612,846,527 131,985,932  
市 町 村 特 別 給 付 32 184,230 165,807 18,423 0 
　　　合　　　計 922,492 54,669,717,657 47,800,316,101 6,128,673,529 763,697,824 

（令和３年3月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 391,857 18,616,469,173 16,391,378,250 1,786,721,783 438,369,140 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 16,930 2,018,828,339 1,716,406,562 289,572,856 12,848,921 
居 宅 療 養 管 理 指 導 170,452 1,404,784,622 1,231,821,569 138,022,822 34,940,231 
地域密着型サービス 65,599 9,831,642,288 8,691,371,400 957,165,302 183,105,586 
特定施設入居者生活介護 23,811 5,479,873,711 4,747,703,187 711,050,039 21,120,485 
居　宅　介　護　支　援 215,774 2,908,203,871 2,908,203,871 0 24,403,728 
施　設　サ　ー　ビ　ス 55,909 20,090,285,663 17,054,534,040 2,881,997,070 153,754,553 
市 町 村 特 別 給 付 31 190,790 171,711 19,079 0 
　　　合　　　計 940,363 60,350,278,457 52,741,590,590 6,764,548,951 868,542,644 

（令和３年4月審査分）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 54,949 838,908 33,832,141,760 615,701 29,131 4.73 
入院外 1,422,048 2,308,311 23,718,314,950 16,679 20,423 122.45 
歯　科 260,366 466,008 3,745,938,490 14,387 3,225 22.42 

1,161,372
小　　　計 1,737,363 3,613,227 61,296,395,200 35,281 52,779 149.60 
調　　　剤 1,112,908 1,346,825 14,478,689,200 13,010 12,467  
訪 問 看 護 7,104 56,924 721,111,340 101,508 621  
食事療養費 49,773 2,019,107 1,369,742,190 27,520 1,179  
合　　　計 2,857,375 3,670,151 77,865,937,930 27,251 67,047

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 59,889 929,900 38,799,535,210 647,857 33,308 5.14 
入院外 1,568,332 2,699,296 27,489,825,300 17,528 23,599 134.64 
歯　科 291,148 548,576 4,385,601,670 15,063 3,765 24.99 

1,164,871
小　　　計 1,919,369 4,177,772 70,674,962,180 36,822 60,672 164.77 
調　　　剤 1,224,791 1,542,206 16,863,267,120 13,768 14,477  
訪 問 看 護 7,618 68,875 854,522,640 112,172 734  
食事療養費 54,489 2,232,424 1,516,016,872 27,822 1,301  
合　　　計 3,151,778 4,246,647 89,908,768,812 28,526 77,183

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 57,362 882,015 36,075,816,390 628,915 30,958 4.92 
入院外 1,545,253 2,651,737 26,562,736,800 17,190 22,794 132.60 
歯　科 284,413 526,326 4,239,121,880 14,905 3,638 24.41 

1,165,331
小　　　計 1,887,028 4,060,078 66,877,675,070 35,441 57,389 161.93 
調　　　剤 1,211,900 1,526,959 16,298,087,890 13,448 13,986  
訪 問 看 護 7,274 64,231 819,486,560 112,660 703  
食事療養費 52,383 2,118,606 1,438,571,706 27,463 1,234  
合　　　計 3,106,202 4,124,309 85,433,821,226 27,504 73,313

診
療
費

《２月診療分》

《３月診療分》

《４月診療分》
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６
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

13
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

16
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

18
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
23
日
）

（
国
保
会
館
） 

19
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

20
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
 

（
国
保
会
館
） 

21
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

　
　
　（
国
保
会
館
） 

21
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」役
員
会

（
国
保
会
館
） 

21
日
　
広
報
委
員
会
 

（
書
面
開
催
） 

27
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

 10
日
　
国
保
総
合
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ス
テ
ム
に
係
る
実
務
担
当
者
説
明
会
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総
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介
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療
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保
会
館
） 

19
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」総
会

（
書
面
開
催
）　
 

20
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

　
　
　
　（
国
保
会
館
）　
 

20
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
25
日
）

（
国
保
会
館
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

24
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

24
日
　
保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

25
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

28
日
　
診
療
施
設
部
会

（
書
面
開
催
）　
 

31
日
　
介
護
保
険
部
会

（
書
面
開
催
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日
　
介
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処
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介
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15
日
　
介
護
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ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

17
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

19
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
24
日
）

（
国
保
会
館
） 

21
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

21
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」役
員
会

（
国
保
会
館
） 

22
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

22
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

29
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

　　4/21 神奈川県在宅保健師会 
「いちょうの会」役員会

国
保
連
 

日
記
帳

4月5月6月

5/10　国保総合システムに係る実務担当者説明会 ５/24　保健事業支援・評価委員会
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機
関
誌
を
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
号
か
ら
数
か
所
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
て

お
届
け
し
ま
し
た
が
、
お
気
づ
き
い
た
だ
け
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。 

　
最
近
、「
運
動
不
足
解
消
」
と
「
減
量
」
の
た
め
、

久
し
ぶ
り
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま
し
た
。

特
に
レ
ッ
ス
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
で
お
気
に
入
り
な

の
が
「
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
ズ
ン
バ
）」
で
す
。 

　「
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
」と
は
、ラ
テ
ン
系
ダ
ン
ス
と
し
て

世
界
の
様
々
な
曲
（
サ
ル
サ
、
レ
ゲ
ト
ン
、
サ
ン
バ
、

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
な
ど
）
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
振

り
付
け
を
真
似
な
が
ら
45
分
間
、
ほ
ぼ
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
踊
り
続
け
ま
す
。
振
り
付
け
に
つ
い
て
は
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
事
前
説
明
は
一
切
な
く
、
見

様
見
真
似
で
覚
え
な
が
ら
踊
り
ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
よ
う
に
素
敵
に
か
っ
こ
よ
く
‼
と
は
い

き
ま
せ
ん
が
、
レ
ッ
ス
ン
中
、
集
中
す
る
こ
と
で
他

の
こ
と
を
一
切
考
え
な
い
時
間
は
快
適
で
楽
し
い

時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
酸
素
運
動
で
も

あ
る
た
め
、
入
会
目
的
の
一
つ
「
減
量
」
も
期
待
で

き
そ
う
（
し
た
い
）
で
す
が
、
人
気
な
た
め
予
約
が

取
り
に
く
い
の
が
難
点
で
す
。 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
マ

ス
ク
着
用
で
間
隔
を
保
ち
な
が
ら
レ
ッ
ス
ン
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
、
目
が
合
え
ば
「
ニ
ッ
コ
リ
」
と
さ

れ
て
心
が
和
み
ま
す
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
常
に
マ
ス

ク
着
用
が
当
た
り
前
に
な
り
ま
し
た
が
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
い
て
も
心
の
状
態
は
隠
せ
な
い
の
で
、
日

常
生
活
で
も
い
つ
も
楽
し
く
心
穏
や
か
な
気
持
ち

で
送
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
。

被保険者証更新 
PRポスター

保険料(税)収納率向上 
PRポスター

各種広報物を作成しました ! 
本会ホームページにも掲載しておりますので、ご覧ください 

 

９日 運営協議会 横浜市開港記念会館 

16日 理事会 神奈川県総合薬事保健センター 

28日 通常総会（予定） 波止場会館 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から変更される場合があります。 

7月



　本会では国保保険者の皆さまを対象に（※）健康測定機器等の貸出事業を無償でおこな
っております。健康まつり、健康教育等の機会で是非ご活用ください。 
※国保主管課及び保健師主管課のみ対象です。 

●お申し込み● 
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。 
※貸出は6カ月前から仮予約できます。（『国保保険者のみなさまへ』にはID･パスワードが必要です） 
ホームページアドレス　 

お問い合わせ先 
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通） 
Ｅメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp 

https://www.kanagawa-kokuho.or.jp

今回ご紹介する機器は 

「体組成計」　　　 

区分    低脂肪      正　常      過脂肪      肥　満    高度肥満 

男性   15％未満   15～＜20％   20～＜25％  25～＜30％   30％以上 

女性   20％未満   20～＜30％   30～＜35％  35～＜40％   40％以上

生体電気インピーダンス法※を利用して体脂肪量・
除脂肪量・筋肉量・基礎代謝量・身体年齢・腹部肥満
等を測定します。

※生体電気インピーダンス法とは、人体に無害な微弱電
流を流し、人体の構成成分による電気抵抗から体内成
分を分析する方法です定 今回体験したのは 

本会職員のS.Rさん！測

果結

● 体験者の感想 ●

自分の体を見直す良い機会
でした。 
体脂肪率をキープしつつ、
筋肉量を増やしたいです。

  項　　目    測定値 
  体脂肪率   14.6％ 
  筋 肉 量    38kg

■脂肪率：体重に対する体脂肪量の比率（％）
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